
天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（張家禎） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

日本統治時代前期の台湾先住民像 

―安藤盛、中村古峡を中心に 

 

張家禎（大阪大学大学院生） 

 
 日本統治時代においで、台湾の先住民はつねに日本本土からの作家と文化人の関心を持

つ対象である。しかし日本本土から台湾へ訪ねた作家らの記録を見ると、佐藤春夫が台湾

を訪ねた 1920 年以前、台湾を訪ねた文学者はあまり多くではなかった。分析対象が少な

いために、本論文は探究時期をすこし延長し、1895 年から 1919 年まで 25 年間の日本統

治時代前期を探究時期とする、と考える。そしてこの 25 年間に実際に台湾へ行った作家

の人数が少ないために、本論文も鳥居龍蔵、森丑之助らの人類学者が書いた報告や当時他

の人が残した先住民地域に関する文章を討論する。 
 本論文の第 1 章は、まず 1895 年の領台戦争時期から「五箇年理蕃計画」前の 1908 年ま

での時期を討論する。森鴎外、久留島武彦ら当時従軍の作家以外、この時期に台湾へ行っ

た作家がなかったために、本章は鳥居龍蔵らの人類学者がのこした調査報告を使うと考え

る。ほかは明治時代の有名な雑誌『太陽』内の数編の先住民と関わる文章も分析する。 
第 2 章は第 5 代総督の佐久間左馬太がつくった「五箇年理蕃計画」の 1909 年から 1914

年までの時期を討論する。本章は安藤盛という今まで台湾文学界に知られなかった作家の

作品を使い、「五箇年理蕃計画」時期の先住民との戦争を討論する。安藤盛（1893～1938）、
大分県で生まれ。およそ 1912 年のころに台湾へ行き、のち台湾新聞社に入り、1922 年に

台湾を離れた。1935 年に「五箇年理蕃計画」の戦争をテーマとして『或る討伐隊員の手記』

を出版した。『或る討伐隊員の手記』には先住民との戦争と文明と野蛮の定義を風刺し、資

本家と総督を批判したところがあるのために、販売一週間後に、「台湾生蕃討伐隊員の放縦

不穏の行動を描写」という安寧秩序妨害の理由で発禁処分にされた。『或る討伐隊員の手記』

以外、安藤盛も雑誌に数編の先住民と関わる文章と小説を発表し、中にも「五箇年理蕃計

画」に関する短編小説も残っている。安藤盛の小説によって、台湾文学史上にもっとも欠

いた「五箇年理蕃計画」に関する作品を補足するだろう。 
最後の第 3 章は 1915 年から 1919 年までの時期を討論する。本章は近年に注目された

中村古峡の作品を分析する。総督府と先住民の戦争が少なくなる時期の先住民像はどの様

子を探究する。 
 本論文は以上の 3 章によって、1895 年から 1919 年まで 25 年間の日本統治時代前期の

先住民像を明らかにしたいと考える。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（簡中昊） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

坂口䙥子の台湾経験とその「蕃地」作品への試論 

―『時計草』と『蕃地』を中心に 

 

簡中昊（総合研究大学院大学大学院生） 

 

 坂口䙥子は終戦まで台湾に滞在し、長い植民地体験を有する作家である。彼女は「平地」

と「山地」（＝台湾人と原住民の居住地域）にも滞在したことがあり、その体験を生かして

数多くの作品を書いた。しかし、今までの坂口研究は大半、「黒土」や「曙光」など日本人

農業移民を描くもの、もしくは皇民化運動下の台湾人を描く作品「鄭一家」に注目し、彼

女の原住民関連作品への研究は比較的に少ない。事実、戦前の作品「時計草」（1942 年）を

はじめとして、坂口は戦後に至って一連の「蕃地」作品（＝原住民関連作品）を発表し、「蕃

地」作家とも呼ばれるようになった。 
小論はまず坂口の「平地」と「蕃地」生活を考察し、その「平地」から「蕃地」への生

活の転換から彼女の「蕃地」体験を考えたい。坂口は 1938 年～1939 年と 1940 年～1946
年初頭の間に、台湾に滞在した。一般的印象として、坂口は台中に在住した。それはもち

ろん間違いないが、精密的に言えば、坂口は台中市のみならず、台中州内の各地に住んだ

こともあった。終戦の直前に、坂口は夫・貴敏とともに台中州能高郡蕃地の部落・「中原」

へ疎開し、戦後に至って「中原」での生活経験を生かして、数多くの作品を生んだ。坂口

の生活経験を考えるほかに、彼女の「蕃地」経験と作品の接着点も探ろうとする。 
そして、今までの坂口「蕃地」作品群への研究は戦前の「時計草」や戦後第一作の「蕃

地」を中心にするものが主であり、作品「蕃地」以降の原住民関連作品はあまり研究され

ていないのが実に残念だと思われる。小論は坂口の「蕃地」体験を考えたうえで、彼女の

「蕃地」作品群を概観し、その「蕃地」作品群研究の第一歩を踏み出すことを試みようと

する。なお、坂口の「蕃地」作品群の発表時点はすでに戦後であるため、その時代的意義

を考えてみることも小論の目標である。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（増田周子） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

佐藤愛子『スニヨンの一生』論 

―戦争の残した傷跡 

 

増田周子（関西大学） 

 

李光輝(スニヨン: 1919 年（大正 8 年）10 月 8 日 - 1979 年（民国 68 年）6 月 15 日:日本

名: 中村 輝夫)は、とは台湾原住民アミ族出身の高砂義勇隊員であった。スニヨンは新竹で

基礎的な軍事訓練を終えた後、1944 年（昭和 19 年）5 月に高雄を出発し、7 月モルッカ諸

島のハルマヘラ島に到着した。スニヨンはここで輝第 2 遊撃隊に編入され、同月 12 日に部

隊と共にモロタイ島に渡った。モロタイ島に到着した輝第 2 遊撃隊は、米軍の上陸に備え、

徴用したモロタイ島民と共に山奥に物資を輸送する作業を行っていた。1944 年（昭和 19
年）9 月 15 日、米海軍らによる艦砲射撃が行われ、米陸軍がモロタイ島に上陸を開始した。

その頃、部隊とはぐれたのか、逃亡したのかは未だ定かではないが、スニヨンは、行方を

くらまし、ジャングルに潜伏したのである。 
戦後は、モロタイから多くの日本残留兵が帰国していった。戦争が終結しても、スニヨ

ンは、それを知らず、モロタイ島の密林の奥に潜んだままであった。1974 年(昭和 49 年）

12 月、57 歳の時、ようやく、スニヨンはインドネシア政府に保護され、故郷台湾に帰国す

ることになるのである。高砂義勇隊に入隊したのが、25 歳の時であったから、実に 32 年ぶ

りのことであった。 
スニヨンのことは、高砂義勇隊の生き残りとして、日本でも、台湾でも、新聞各紙が衝

撃的に取り上げた。帰国時、スニヨンの妻は、すでに別の男性と結婚していた。妻の結婚

相手の夫が、身を引いてくれたため、妻はスニヨンのもとに戻ったが、長い間の、ジャン

グル生活のため、変わり果てた台湾に、スニヨンはなじめず、辛い日々を送ることとなっ

た。また、彼の家族も、心に多くの傷を受けていた。 
日本の作家、佐藤愛子は、このスニヨンの一生に対して、興味深く思い、多くの資料を

集め、インタビューをおこない、伝記小説『スニヨンの一生』（1984 年 8 月、文藝春秋)
を表した。本作品に描かれた、事実に基づいたスニヨンの生涯は、驚きを与え、戦争の悲

劇を心に植え付けるものとなった。佐藤の描いたスニヨンは、ジャングルに 25 年も潜伏し

ていたという衝撃の事実よりは、戦争を背景としたスニヨンや、その家族の心理的な問題

に重点がおかれている。 
本稿では、佐藤愛子『スニヨンの一生』をとりあげ、佐藤が資料としたモロタイ戦友会

編『あゝモロタイ』(1978 年、芳文社)の検証をふまえ、文学を通じて、戦争と台湾と日本

の関係をどう考えるか、佐藤愛子が訴えたかったことは何かを考えていきたい。本発表に

より、戦後 70 年の現在、佐藤愛子が描いた戦争と植民地台湾の問題が浮き彫りにしたい。

なお、スニヨンのことは、多くの文献―例えば陳浩洋『モロタイ島 31 年の記録』(1975 年、
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（増田周子） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

おりじん書房)などで発表されているが、今日まで、佐藤愛子『スニヨンの一生』の論稿は

みられない。また、発表者は、「台湾人日本兵を描いた作品―佐藤愛子『スニヨンの一生』

―」という題目で、2008 年に台湾大学で講演会をおこなっているが、本発表は、それとは

かなり異なる内容である。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（邱若山） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

台湾と下村海南 

―佐藤春夫に関わりながら 

 

邱若山（静宜大学） 

 

下村海南（本名、宏）は 1915（大正四）年から 1921（大正十）年まで、足掛け 7 年間

台湾総督府民政長官（後、総務長官）として、在任していた。任期最長の長官であると同

時に、殖民地台湾の統治とインフラ建設に最大の功績を残したと評価され、立派な長官の

名を恣にした。 
下村海南は民政長官赴任を含め、生涯、台湾の土地を四度訪ねた。民政長官退職後も二

回の台湾の視察をした。台湾にかけた愛情は並々ならぬものがあると言えよう。本発表で

は、その台湾殖民地施策についての見解、実際の施政における方針、理念、方法と実績を、

その言論、著作を通して究明する一方、歌人としての下村海南の歌作から、その詠じた台

湾の姿を辿りたい。 
1920 年（大正九年）に佐藤春夫は台湾に三ヶ月間ほど滞在し各地を旅行した。同郷と文

学者同士の誼で、森丙牛を介して、下村は、佐藤春夫にとって、旅行中最大の庇護者とな

り、春夫の台湾巡歴を成功させ、その後の台湾関係諸作品に度々言及されている。 
『女誡扇綺譚』単行本出版の際(大正 15 年 2 月）、春夫は題辞でそれを下村海南と森丙牛

に献じた。そのお返しに下村は「女誡扇綺譚を読みて」（大正 15 年 4 月）を発表した。こ

のような文学での因縁だけではなく、実は春夫の作品では、「日月潭に遊ぶ記」「旅びと」

で触れた日月潭の水力発電のこと、「霧社」で描かれた能高越道路の開拓のこと、「殖民地

の旅」で葫蘆墩の駅名が豊原に変えられたことをめぐる A 君の議論、鹿港の漢詩人の辮髮

の話、阿罩霧林氏が対談であげた、「平等」「親和」「同化」の総督府の統治方針などは、名

前こそあからさまに言明されていないが、すべてといえるほど、下村海南の民政長官とし

ての施政と深く関係する。 
佐藤春夫研究のアプローチから、以上のような、下村海南と台湾の関係を究明し、その

台湾に対する貢献を確認すること、さらに、国務大臣として終戦処理における玉音放送、

ポツダム宣言受諾の実現に尽力し、戦後、拓殖大学総長、NHK 会長などを務めた下村海南

の生涯の事跡を探究することは、台湾と日本の関係研究において、極めて重要な課題だと

思われる。 
 
キーワード：下村海南、佐藤春夫、殖民地統治、民政長官、歌人 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（林麗英） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

グローバル化のなかの台湾の原住民族文化遺産の保存と継承についての考察 

 

林麗英（国立民族学博物館） 

 
台湾における原住民族の「有形・無形文化資産」（cultural heritage；文化遺産）の登録・

修復・保存・活用は 1990 年代の台湾の本土意識および多民族多文化国家の主張のもとに取

り組まれたと考えられている。一方で、地方の「文化資産」をめぐる歴史的記述の検証不

足と、所有者問題などが相次いで発生している。原因の一つは現行の文化資産法の認定制

度の中立性の不足、もう一つは原住民族が文化資産を扱う際の主導権が欠けていることで

あると考えられる。本研究では、台東県パイワン族 paqaluqalu 群と、屏東県パイワン族 
vuculj 群の五年祭（Maljeveq）の開催および女性祭司のシンボルとなる祈祷箱（kanubitji；
kaniputj；kanipi）の製法と継承について事例研究を行い、この課題に取り組む。 

1982 年に台湾政府が原住民出身の女性に民族衣装、装身具、生活器具の職能訓練を推し

進め、その後、原住民族の工芸生産は、文化産業、博物館・文物館の収集・展示・研究に

まで寄与してきた。また、博物館側が 1990 年代後半以降に、早期収蔵した資料、特に物質

文化の研究展示を通じて現地原住民の人々や有識者（現地で「文史工作者」）に、工芸生産

のための情報を提供してきた。これに先行して、映像人類学者胡台麗が１９８８年に、現

台東県達仁郷土坂村落と屏東県来義郷古楼村落で撮った五年祭の映像記録に代表される、

映像アーカイブス、その他の屏東県南和、望嘉、來義、平和、三地門の村落の音声アーカ

イブスの構築がなされ、1989 年、1994、1999、2004 年の古楼村での五年祭の変化の記録、

五年祭の翌年の六年祭（Pusau）の進行についても 1990 年、1995、2000 年、2005 年に撮

影記録が行われた。こうした祭礼の新たな価値の再認識により、五年祭は地域における文

化資産に登録されている。 
 一方で、祭礼に関心がよせられた結果、五年祭を取り巻く主導権や主体性の問題につい

て、たとえば、土坂村落と古楼村落における祭の主導権と保存所有者、村落住民との協定

など複雑化した状況が社会的にも明らかにされ、村落内に生じた主導権、保存所有者をめ

ぐる議題はテレビニュースに公開され官民対立の場面に至った。つまり、現状では、原住

民族の文化資産の保存観点から言えば、だれの、いつの文化か、だれが所有するか、どう

共感するかは民族の主体意識と強くかかわるといえる。 
本研究により土坂村落と古楼村落の双方調査結果から現代台湾における原住民族の「文

化資産」の現状の諸問題を明らかにし、研究結果をソース・コミュニティにフィードバッ

クすることにより、本研究が原住民族の「文化資産」を取り巻く官民対立とパイワン族の

主体意識の改善にとって有益であると考えている。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（塚本善也） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

ロシアの台湾原住民族研究史概観 

 

塚本善也（中国文化大学） 

 

 ロシアの東洋研究、東洋学は、シベリア開発、極東のアジア諸国（中国、モンゴル、満

州、日本）への進出と国境問題、イスラム諸民族との共存と衝突といった地政学的な現実

の諸問題から要請されながら、帝国の膨張とともに発展していった。 

一例として日本学に関していうと、ロシアでの最初の日本語教育は、漂流民伝兵衛に引

見したピョートル大帝の勅令（1702 年）までさかのぼる。これは来る日本との交渉を念頭

に置いたもので、ピョートルは同時に日本への航路の探索を命じていた。 

19 世紀に入り、日露通好条約締結（1855 年）、樺太・千島交換条約（1875 年）等の重

要な国家的事件が続いたが、これらはロシアにとって隣国日本が無視しえない存在となっ

ていったことを物語る。そして、日本が近代国家へと変貌し、国際社会で認められるにつ

れて、日本研究の必要性も高まり、1893 年にはペテルブルグ大学に日本語講座が開設され

た。ネフスキイやコンラドらはこの大学で日本語を学んだ代表的な日本学者である。 

 さて、本報告の課題はロシアの台湾原住民族研究史を概観することである。そのために

は、まず、ロシアが台湾、それから台湾原住民族と最初に接触した時期を押さえておく必

要がある。 

オランダ人カンディディウスの報告記事が 18 世紀中頃にロシアでもすでに知られてい

たことは文献で確認できる。しかし、台湾が資源豊かな島であるという情報はあったもの

の、帝国政府としてロシアが進出したのは、他の欧米列強と伍して清朝政府と結んだ天津

条約調印（1858 年）以後である。 

 しかも、他の条約締結国と比べると、その後のロシアの行動は積極性を欠いた（サハリ

ンならびに朝鮮をめぐり緊張関係にあった日本により多くの注意をそそがなければならな

かったことは一因であろう）。要因は種々指摘できるが、状況はロシア連邦となった今日に

いたるも劇的に変化したとはいいがたい。いきおい、ロシアの台湾学、台湾原住民族研究

も、日本学や中国学といった東洋学の諸分野と比して、質、量ともに後れていることは否

めない。だが、後進的であっても、注目すべきものは皆無ではないし、ユニークな成果は

ある。すべてを網羅的に紹介することはできないにせよ、ロシアのこれまでの成果を概観

することは、今後の台湾原住民族研究になにがしか資するものがあると考える。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（塚本善也） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

 本報告では、主に人類学的、民族学的な関心の視角からアプローチした人物、研究成果

を対象とする。そして、便宜的に「日本統治以前―日本統治期―戦後」と時代を区分して進

める。 

天
理

台
湾

学
会

  8



天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（鍾淑敏、許賢瑤） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

中村孝志教授與台灣史研究 

 

鍾淑敏（中央研究院台湾史研究所） 

許賢瑤（天理大学・中国文化大学） 

 

    中村孝志教授〈1910-1994〉為知名台灣史研究學者且是天理台灣學會創會發起人之一。

原籍雖是日本福島，卻出生於台灣恆春。就讀新竹小學校，經台北一中、台北高等學校後，

進入台北帝國大學文政學部史學科，專攻南洋史，1935 年畢業後，留校擔任助教。1939 離台

轉往東京，任滿鐵東亞經濟研究所調查員，戰後 1945 年 12 月出任天理語學專門學校教授，

1949 年天理大學成立，成為該校教授。1982 年因參與攝南大學的開辦，轉任攝大教授，1986
年再回天理大學，直到逝世為止。 
    中村孝志教授的台灣史研究領域主要有兩方面:1.荷蘭時代台灣史的研究，2.日治時代臺灣

總督府與中國華南的關係的研究。 
    本文介紹有關中村孝志教授荷蘭時代台灣史研究的成果，主要依據他生前親自選定的論

文，由吳密察、翁佳音、許賢瑤編譯，台北稻鄉出版社出版的《荷蘭時代臺灣史研究》上下

卷（1997、2002）；上卷為概說與產業，下卷為社會與文化。此書內容包含十七世紀荷蘭人在

台灣的農業開墾、鹿產業、鯔漁業、探金事業、貿易諸稅、傳教事業、地方集會、番社考證

等議題，除了作為學者撰寫學術論文時參考、引用的論證來源、工具書外，民間地方文史工

作、地方志書纂修，也多會加以援引，作為討論、敘述十七世紀台灣史的資料，其貢獻之大，

無須贅言。本文同時嘗試介紹近 20 年來台灣學界在中村教授荷蘭時代臺灣史研究的基礎上，

所做的進一步研究進展。 
    其次，中村孝志教授關於日治時期臺灣總督府與中國華南的關係之研究，有將近 20 篇的

研究成果。他的論述主要依據日本外務省的外交記錄，對於總督府的「南支南洋」政策、臺

灣籍民問題、教育、醫院、新聞事業，以及三五公司及南國公司的相關事業等，皆有精闢的

論述，而在當時的時空下，更具有開拓研究新領域之功勞。時至今日，回顧中村教授的上述

研究成果，不但具有開創性，且成果仍有影響力。本文的目的，一方面論述中村教授對此領

域的研究貢獻，同時也將評述在中村教授之後二十年來，相關領域之研究成果。 天
理

台
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（冨田哲） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

日本統治下台湾の伝統知と鷹取田一郎 

 

冨田哲（淡江大学） 

 

植民地統治下において、統治者と被統治者を二項対立的にとらえることの不適切さにつ

いては、すでに言い古された感がある。日本統治期台湾においても同様だが、漢字・漢文

という文字や文体、そしてそれを背景とした知を共有する空間において統治―被統治の関係

が出現したことに注目して日本統治下台湾の多層性・多重性を分析したり、近代的な民族

アイデンティティや文体の希求のもと、漢文をめぐる言説空間がいかに展開していたかを

論じたりする研究の潮流は、比較的新しいものと言えるだろう(たとえば、楊永彬(2000)、
陳培豊(2012、2013)、許時嘉(2014))。本報告では、統治中期に漢文の深い素養によって台

湾総督府に重用され、また台湾の伝統知識人たちとも密接な関係を築いていた鷹取田一郎

(岳陽)という人物をとりあげる。台湾人知識人が日本語で言論活動をおこなうようになる一

方で、台湾にふさわしい漢文の文体とは何なのかを話題にし始めていた時期に、鷹取はど

のようにふるまい、また何を語っていたのだろうか。 
 鷹取は 1869 年岡山に生まれ、二松学舎で漢文学、日本英学館で英文学を修めた後、岡山

で新聞の編集などに従事した。1904 年から 1908 年まで韓国で新聞の編集や教育にたずさ

わり、その後来台している。地方庁を経て総督府中央で嘱託として勤務し、総督府刊行物

の編纂などにたずさわった。そのうち、1916 年総督府刊の『寿星集』と『台湾孝節録』と

いう書物は、いずれも鷹取の編になるものである。前者は 1915 年に各地方庁ごとに 80 歳

以上の老人を集めて開かれた「養老典」を祝う漢詩など集めたもの、後者は台湾全島の「孝

子」「孝女」「節婦」「義僕」を漢文で紹介したものである。また、1921 年に総督田健治郎が、

台湾人と日本人双方の「全台能詩者八十余名」をまねいて催した「茶話会」で詠まれた詩

を、『大雅唱和集』としてまとめている。 
一方、1918 年には『林文察伝』という日本語の書物をみずから刊行している。民政長官

下村宏および台中庁長の序文が付された同書は、太平天国軍と戦った霧峰林家の林文察を

「清朝中興の功臣」として顕彰しているが、これはあきらかに日本人読者向けの啓蒙の書

であろう。さらに鷹取が 1922 年に書いた『同姓結婚に関する解惑』も興味深い。これは台

湾への民法の適用を前に、総督府評議会でなされた台湾人は同姓結婚を受け入れるべきで

あるとする林熊徴の陳述を受けて書かれたものである。鷹取は中国の古籍にかえって、同

姓結婚に対する台湾人の憂慮は誤謬であるとし、「支那に於ける陋習を固持し、経書に対す

る偏見を確執し、永久に海外梗化の民を以て目せらるゝが如きは、決して台湾人の為めに

幸福なりと謂ふ可からず」と結論づけている。漢文学の専門家の立場から在台日本人社会、

そして台湾人社会に向けられた鷹取の主張をくわしく分析したい。 
なお、鷹取が総督府側の人物としてのみ台湾人からまなざされていたわけではないこと
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（冨田哲） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

にもあわせて言及する。高等官のポストであった総督府翻訳官の地位を捨てて中国大陸へ

おもむいた蔡伯毅という人物がいる(冨田(2013))。かれは自分に寄せられた漢詩や散文など

を「嚶鳴集」という書物に整理しているが、「祖国中国」への愛国の情にあふれる蔡をたた

えた文や詩が数多くならぶなかで、日本人として唯一、作品が収録されているのが鷹取で

ある。この詩自体は蔡の中国への熱情をたたえているわけではないが、鷹取が総督府の統

治とは距離を置こうとする台湾人の層からも親近感を持たれる存在であったことを示して

いるのではないか。 

天
理

台
湾

学
会

  1
1



天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（工藤貴正） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

『台湾民報』に散見する大正生命主義の意義 

―台湾における所謂「中国新文学運動」成果の受容を検討の軸に 

 

工藤貴正（愛知県立大学） 

 

張我軍(1902.10.7-1955.11.3)が、「台湾の文学は、中国文学の一支流である。本流におい

て何らかの影響、変遷があれば、支流もそれに伴い自然に影響、変遷する。これは必然の

道理である」(「請合力拆下這座敗草欉中的破旧殿堂」『台湾民報』3 巻 1 号、1925.1)と語

っていることも起因してか、従来、台湾新文学運動は、張我軍に代表される北京に在住し

た台湾知識人が 1923 年 4 月に東京で創刊された『台湾民報』を媒介に中国語白話文を通し

て、祖国・中国の「文学革命」における言文一致とこれに続く「五四文化運動」へと連携

した「中国新文化運動」に、精神的・思想的な連帯を保ちながら展開ないしは形成された、

とされてきた。 
一方、中国においては、日本はあくまでも西洋を学ぶための架橋に過ぎず、日本ないし

日本文学自体は決して主要な研究対象とは見なされてこなかった。また、日本においても、

日本ないし日本文学が中国近現代文学へ与えた影響に注目した研究は驚くほど少なく、有

っても多くが来日した中国人留学生によるものである。このため、中国における日本近代

文学の受容を正確に分析する研究は、意外なほど進展していないのが実状である。 
そこで本報告では、管見の限りではあるが、初めに、五・四をピークとする中国新文化

運動がプロレタリア文学を次の時代の新しい文学の主流に変化する1927年までを中国新文

学運動期として、この中国新文学運動に与えた日本文学の影響を論じる先行研究を示し、

整理する。次に、『台湾民報』を分析の対象として、台湾新文学運動における中国新文化・

文学運動の影響を論じる先行研究を提示し、整理する。そのことにより、中国新文学運動

は日本近代文化あるいは近代文学から何を受容し、台湾新文学運動は中国新文化・文学運

動から何を受容していると論じられているのかを明示し、「本流」と「支流」における「影

響」や「変遷」の関係が正当なものであるのかを検討する。 
日本近代文学は 1923 年の関東大震災を契機に大きく変容する。ところが、張我軍が『台

湾民報』に翻訳、紹介したのは、大正の生命主義、教養主義を代表する厨川白村、宮島新

三郎、谷崎潤一郎、安部磯雄、山川均たちの作品の精神世界であった。つまり、1923-31
年の間に展開した台湾新文学運動、表現手法としての中国語白話文であったこと以外にも、

同時代の日本への〈内地〉留学生が齎したより政治的なプロレタリア文学の要素と、政治

性が捨象された新感覚派的な要素を備えた昭和文学の影響が内在されていること、さらに

は、中国新文学運動に齎されていた古き良き大正の時代精神を反映する人道主義的、国際

主義的な、所謂大正教養主義の要素が混在していることが予想される。 
そこで本報告では、最後に、『台湾民報』を分析の対象に、大正教養主義の一つである

大正生命主義の要素を抽出し、台湾における大正生命主義の意義を考察する。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（工藤貴正） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

なお、本報告は、大正生命主義は中国にはどのように受容され、どのような軌跡を辿っ

たかを示す「陳望道と大正生命主義」という論考と対をなすものの一つである。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（林素幸） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

風雨中的寧靜 

―蔡草如筆墨世界之探索 

 

林素幸(国立台南芸術大学) 

 

蔡草如(1919-2007)，台南人，出生在一個政治與文化都面臨轉型的時代。蔡氏於 19 歲
正式擔當廟宇彩繪畫師，臺灣許多知名的廟宇(如台南開元寺、佳里震興宮等)都有其畫跡。蔡

草如自幼愛好繪事，18歲(1937年)時，開始跟隨其舅父陳玉峰(1900-1964)學習民俗廟宇彩繪，

另一方面又受到日本新式美術教育的影響。1943 年，在其母親的支持下，蔡草如前往日本東

京川端畫學校就讀「日本畫科」，這樣不同的訓練背景，孕育出與其他同時代畫家不同的藝術

道路。 
蔡草如在日本期間的作品展現出其對寫生的重視。其對自然主義的堅持，也延續在其回

台後(1946 年)所創作的作品中。其早期作品的美學與風格不免帶有川端畫學校老師的影響。

1950 年代，台灣因為政權的再度轉移，及台灣和中國人民截然不同的日本經驗、文化差異等，

在畫壇上產生了甚麼才是「國畫」的爭論。「東洋畫」是不是「日本畫」？及「日本畫與中國

畫的區別」等議題，在 1950 年代台灣畫壇討論得沸沸揚揚。大陸來台畫家們認為他們所學習

的傳統水墨畫為「正統」的觀念，而此說法也漸漸在台灣畫壇上發酵。在此論爭後，台籍畫

家們畫風或者逐漸向「正統」靠攏，或者退居二線，有的則在失望之餘遠走他鄉。值得注意

的是：在「正統國畫」論戰最激烈之時，蔡草如的畫作不但能衝破這道意識形態的籓籬，還

能在 1960 年以前，拿到 4 次「台灣省全省美術展覽會」的第一名、2 次第二名，和 1 次免鑑

查。其成功之處，究竟為何？不禁令人好奇。 
過去許多有關蔡草如的研究，多著重在他所繪製的廟宇彩繪、佛畫和民俗畫等，對於其

風景畫作等則較少著墨。本文的主要資料來源是國立臺灣美術館的收藏及蔡草如的相關畫冊。

國美館目前典藏蔡氏的作品有 300 件，多數作品是蔡草如或其家屬在 2006 年和 2008 年捐贈

給國美館的，故國美館的相關收藏將是本研究的第一手資料。除了對繪畫原作進行詳細的研

究外，蔡草如的家屬及其文化圈(如楊智雄、陳永森、台南市國畫研究會)之相關口述歷史與文

獻資料也是我研究方法之一以更進一步的深入了解蔡草如風格來源與美學思想。此外，我也

將針對蔡草如的同時代畫家(如黃君璧、溥心畬等)之作品，作分析與比較，期望能給蔡草如的

繪畫研究帶來不同的貢獻。 
 
關鍵字：蔡草如、川端畫學校、新南畫、全省美展 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（呉素汝） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

台湾における郷土言語の習得と使用に影響を与える要因 

―嘉義県内 3 校の小学校高学年の児童を対象に 

 

呉素汝（大阪大学大学院生） 

 

 台湾では、「國民中小學校九年一貫課程(国民小中学校九年一貫カリキュラム)」の実施に

より、2001 年度から全台湾の小中学校において「国語(華語、以下同様)」、英語のほかに、

「郷土言語」という名で総称された閩南(ビンナン)語、客家(ハッカ)語、原住民諸語などの

言語教育が行われている。このように、台湾における学校教育のなかで、多言語教育が実

施されるようになった。 
 郷土言語の履修に関しては、「国民小中学校九年一貫カリキュラム」の実施要点の規定に

は、「小学校では一学年から六学年のすべての児童は、閩南語、客家語、原住民語などの 3
つの郷土言語から任意に選択して履修しなければならない。中学校では生徒の希望で自由

に選択して履修する」(教育部國民及學前教育署 2008、p13、引用者訳)と提示している。

つまり、郷土言語は、小学校における一つの選択必修科目とし、中学校における一つの自

由選択科目として設置されている。 
しかしながら、郷土言語教育を小中学校に導入してから 10 年以上が経過したものの、

年齢が下がるにつれて国語が多く使用されている(行政院主計總處 2012；陳 2007)。この

ようなことから、郷土言語教育が「郷土言語の伝承」「エスニック文化の保存」といった 2
つの教育目標を今後達成できるかどうかについて疑問をもつ。 
 本研究は、2015 年 3 月に嘉義県 C 小学校、F 小学校および R 小学校の 5 学年の児童を

対象に、彼らの郷土言語の習得と使用に注目したアンケート調査を実施したものである。

研究課題は、1)郷土言語の習得態度と言語の使用状況を明らかにすること、2)郷土言語の

習得に影響を与える要因を探ることである。その結果は以下のようにまとめられる。 
 
（1）郷土言語の習得態度：郷土言語の授業を受講することが好きだと回答した児童は 65％

おり、そして郷土言語の教科書の内容がおもしろいと回答した児童は 60％いる。両者

の平均値がそれぞれ、3.70 と 3.65 であり、中等以上の程度の範囲である。このよう

に、児童が郷土言語を習得する態度が肯定的であると考えられる。 
（2）言語の使用状況：100％の児童は家で国語を使用している。その中、70％の児童は家

で閩南語をも話している。これに対して、学校において児童は国語を使用するのが 100
％であり、閩南語を使用するのが 35％である。ただし、郷土言語の授業で閩南語の使

用率(95％)が国語の使用率(35％)より高くなっている。このように、児童が閩南語を

使用している場面は家庭内と郷土言語の授業中であるとわかる。 
（3）郷土言語の習得に影響を与える要因：①「郷土言語の授業デザイン」、②「同級生・
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（呉素汝） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

家族の態度」および③「家庭言語という役割を演じる郷土言語」である。まず、①に

関しては、郷土言語の授業中、歌ったり DVD を見たり演劇をしたりし、また、児童

の学習負担を下げるために宿題を出したり試験を行なったりしないからである。そし

て②に関しては、郷土言語の学習上に困難があったら、85％同級生・95％家族が教え

てくれるという回答に示されている。③については、閩南語(郷土言語)が最も多用さ

れている場面は家庭内であることから考えられる。 
 
キーワード：郷土言語、習得、言語使用、授業デザイン、家庭言語 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（中澤信幸） 
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台湾人日本語学習者と台湾語音 

―母語意識・居住地域等との相関から 

 

中澤信幸（山形大学） 

 
台湾における日本語教育では、台湾の国語とされる北京語との対照が行われる。しかし

北京語音と現代日本漢字音の発音は乖離しており、それが日本語学習者の壁ともなってい

る。一方、台湾語音には現代日本漢字音と共通の特徴が多く見出されるが、台湾における

日本語教育では、この特徴を生かした教育は行われていない。 
この日本漢字音と台湾語音とを対照させたものとして、明治時代に作成された『日台大

辞典』（1907）付載の「日台字音便覧」がある。本研究の発表者はこれを Microsoft Excel
に入力し、さらに台湾語音をローマ字表記にすることで、現代版「日台字音便覧」データ

ベースを完成させた。そしてその文字数を 1,162 字に絞り込むことで、「日台基本漢字」発

音対照表を構築した。 
この「日台基本漢字」発音対照表を実際の日本語教育で生かすためには、台湾語音を使

って日本漢字音を覚えることの効能を検証する必要がある。そこで発表者は日本漢字音と

台湾語音、国語（北京語）音を併記したアンケートを作成し、それを利用して台湾の大学

で日本語を学習している台湾人学生 476 名を対象に意識調査を行った。その結果、日本漢

字音習得に台湾語音がある程度有用であるということが実証された。この結果については、

すでに学会で公表済みである。 
本発表では、このアンケート調査の結果について、さらに掘り下げて考察を行う。この

アンケートにおいては学習者の母語意識、また出身地や所属大学についても調査している

ので、その相関についてあきらかにする。 
まず母語意識と出身地との相関について述べる。本調査の対象者 476 名のうち、台湾北

中部出身者は 336 名（71％）、南部出身者は 116 名（24％）、東部出身者は 20 名（4％）で

あった。そして自分の母語を「台湾語」と答えた 281 名（全体の 59％、複数回答含む）の

うち、北中部出身者は 185 名（66％）、南部出身者は 79 名（28％）、東部出身者は 14 名（5％）

であった。これは巷間でよく言われる「台湾南部には台湾語を話す人が多い」という印象

が、数値的にもある程度裏付けられることを物語る。 
次に「日本語の発音を覚える上では、台湾語と国語（北京語）とどちらが便利か」と尋

ねた時に、「台湾語」と答えた学生と、その出身地との相関について述べる。この質問で「絶

対に台湾語」「どちらかといえば台湾語」と答えた 297 名（全体の 62％）のうち、北中部

出身者は 206 名（69％）、南部出身者は 77 名（26％）、東部出身者は 12 名（4％）であっ

た。これは出身地に関係なく、多くの学生が「日本語の発音を覚える上では台湾語の方が

便利である」と考えていることを物語る。 
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以上のような考察を通して、本発表では台湾の日本語教育における台湾語音活用の可能

性について、さらに掘り下げて論じることにしたい。 
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天理台湾学会 2015 年第 25 回記念研究大会 報告要旨（羅濟立） 
＊報告要旨のため、報告者の許可なく引用・転載することを禁じます。 

日本語教育における「日閩客共通語彙」の収集と解析 

―台湾で音借された日本語を中心に 

 

羅濟立（東呉大学） 

 
 台湾は戦前 50 年にわたって日本の台湾総督府による支配を受け、または 80 年代以降文

化的な影響を与えられたため、閩南語と客家語などの台湾諸言語の語彙には日本語からの

借用語が多い。例えば、日本語の「アルミ」は、閩南語の「a33 lu55 mih3」と客家語「阿

路米 a11 lu55 mi31」でも同じく用いられている。また、日本語の「会社」は、閩南語と

客家語でも同じく「会社 hue33 sia33」「会社 fi55 sa55」で用いられている。本研究では

このような語彙を「共通語彙」と呼ぶ。換言すれば、発音が近似したり、基本的に語義と

語形を同じく有する語彙は、日本語と閩南語、客家語の「共通語彙」となる。 
 現在台湾で使用されている閩南語、客家語と日本語にはこのような共同語彙が少なから

ず存在している。台湾人日本語学習者は、日本語を学ぶ際に学習ストラテジーとして共通

語彙知識を活性化させることが可能である。しかし、実際に共通語彙知識がどの程度日本

語学習に効果があるかはまだ明らかにされていない。そこで本研究では、台湾人学習者が

日本語を学ぶ際、共通語彙の知識がどの程度日本語学習に役立つかを明らかにすることを

目的に、まずは閩南語と客家語に音借された日本語を 120 語抽出し、閩南語、客家語との

意味の一致状況を調査し、「日閩客共通語彙」対照表の可能性を探求してみたい。 
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